
自らの経験、技術を生かし、
オリジナル製品を開発

有限会社 アルファー精機

農業と金属加工業。
その両立から生まれたオリジナル製品で、
ものづくりの世界をたくましく生き抜く。

軽トラ用の幌（ほろ）を製造
　田畑がどこまでも続く平鹿平野。その一角にあるアル
ファー精機は、精密部品の金型パーツ、コンプレッサー
やスプレーガン、自動車関連の部品製造、弱電部品の設
計・加工・組立などを手がけている。さらに近年は、軽ト
ラック用の幌の製造・販売に力を入れている。
　製造を始めたのは平成５年ごろから。年々改良を重ね
て、今年４月には止め金具が特許を取得した。「全自動
車メーカー対応」「取り付けに穴あけ不要」「左右両方か
らの開閉可能」「20秒で取り外しOK」など、ユーザー目
線に立った使い勝手の良さ、錆に強い骨組み、耐候性が
高いシートなど優れた品質が評価され、秋田県内はもと
より、ウェブを通じて全国から注文が寄せられている。

「農家」「技術者」両方の経験を生かす
　同社の伊藤博社長は、農業を続けながら、会社を経
営してきた。
　高校卒業後、家業であった農業に取り組みつつ、もの
づくりや電気の仕事に興味があったため、家電修理店に
就職。その後、大仙市に進出した大手コンプレッサー
メーカーの本社で研修を積み、昭和49年、その協力工場
として「伊藤製作所」を立ち上げた。
　そして、コンプレッサーの部品を製造しながら、金型

パーツや自動車部品も手掛けるなど事業を拡大し、平成
３年に「有限会社アルファー精機」として法人化。幌の
開発に着手したのは、ちょうどそのころだ。「最初は自分
が農作業に使うために作り始めた」という。それがいつし
か口コミで話題となり、周囲の農家に「自分にも作ってほ
しい」と頼まれるようになっていた。開発に役に立ったの
は、農家としての経験と金属加工で培った知識、技術
だった。

大手自動車メーカーが注目
　手作りの幌は、秋田ではおなじみの農業の祭典「種苗
交換会」や、都内をはじめとする県外のイベントへの出
展を通して広く知られるようになり、今や大手自動車メー
カーや販売店から引き合いが寄せられるほど。昨年は、
岩手県雫石町で開催された「全国軽トラ市inしずくい
し」で、視察に来ていた自動車メーカー経営者らの注目
を集めた。その際に持参したチラシは、当センターのデ
ザイン分野の専門家派遣を受けて制作。「ユーザーの視
点に立った写真や文章で構成され、自分たちで作ってい
たものとは違う切り口で商品をアピールできた」と伊藤
社長。今後もチラシを携えて営業活動を展開し、幌の魅
力を発信していく予定だ。

有限会社アルファー精機

伊藤社長（写真左）と専務である息子さん（写真右）。右

は、専門家派遣を利用し、制作したチラシ。

“あおり”に穴や傷をつけずに幌を取り付けられる

新開発のMZ金具。（４月に特許取得）

店内は落ち着いたインテリアでリラックス

できる雰囲気。子供と一緒に訪れるお客様

もいるという。

マッサージを始める前に、足湯で身体を温める。 タイのスクールで取得したマッサージ資格の証

明書。

あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

企業等が抱える経営・技術・人材・情報等の課題に対し、センター登録専門家
を派遣し、診断・助言を行います。

本場直伝の技で施術
　2,500年もの歴史があり、仏教の教えとともに、人々
を癒す施術として広まったタイ古式マッサージ。その本
場直伝の技を体感できる店が、秋田駅前「エリアなかい
ち」近くにある「タイリズム」。同店の鈴木代表は、本場
タイのマッサージスクールで技術を学び、「基礎」「上
級」「フット」の資格を現地で取得。現在も、年に１～２回
はタイの母校に足を運び、技術の維持・向上に努めてい
る。「秋田県内では、タイ古式マッサージは、まだまだ知
られていない存在。『どんなマッサージ？』と聞かれるこ
とが多い。もっと認知度を上げて、タイ古式マッサージ
ならではの気持ち良さを多くの方に体感してもらいたい」
と鈴木代表。

自ら効果を実感
　「マッサージやリラクゼーションが好きで、整体や
ツボ押しなどさまざまな店を訪ね歩いていた」という鈴
木代表。仙台市で入ったタイ古式マッサージの店で衝撃
を受けた。「今までいろいろ試したなかで一番気持ちが
良く、身体が軽くなって効果を実感した。その素晴らし
さに感動し、本格的に勉強して施術する側になりたいな
と思った」。当時はサラリーマンだったが会社を辞めてタ
イに渡り、ホテル住まいをしながらスクールに通った。

いかにして認知度を上げるか
“草分け”としての挑戦

Asian Healing タイリズム

秋田県内では、
まだ珍しいタイ古式マッサージ。
その魅力を広めるための挑戦を続ける。

センター活用事例
専門家の派 遣

センター活用事例
秋田県よろず支援拠点 あきた企業活性化センター／

秋田県よろず支援拠点（018-860-5605）まで。お問い合わせ

秋田県内の中小企業・小規模事業者のための経営相談所として、売上拡大、
経営改善など経営上のあらゆるお悩みの相談に対応します。コーディネーター
を中心とする専門スタッフが適切な解決方法を提案します。

秋田県横手市平鹿町浅舞字大中島140

TEL.0182-24-0856

FAX.0182-24-0816

http://www.alpha-seiki.jp

「日本にも学校はあったが、どうせ学ぶなら本場で…と
思った」。当店を構えたのは２年前。コースは「全身」ま
たは「フット」から選べ、20分から120分まで５段階の
時間が設定されている。「試しに施術を受け、そこから
気に入ってくれて長めのコースを希望するお客様が多
い」という。

目指すは経営拡大・認知度アップ
　当店のマッサージは、お湯の入った洗面器で足を洗っ
て温めるところから施術が始まる。そして、横になって足
や腕など身体のさまざまな部位を押したり、伸ばしたり
しながら解していく。「タイ古式マッサージの特徴は、ス
トレッチの要素を含むこと。血行やリンパの流れが良く
なり、施術後は心身ともにスッキリする。運動不足の方
や冷え性の方には特におすすめしたい」
　タイ古式マッサージの魅力を広めるためには、経営の
安定が必要と、当センターのよろず相談窓口を利用して
経営に関する情報を収集。「よろず相談窓口に行ってア
ドバイスを受けた。いろいろな情報に触れて勉強になっ
た。今後はその情報を活かしつつ、スタッフを採用・育成
して、経営拡大を目指したい」と将来を見据える。

Asian Healing
タイリズム
秋田県秋田市中通2丁目1-48  仲小路ビル2F
TEL.080-5749-9507
営業時間／12:00～21:00（ラストオーダー19:00）

定 休 日／不定休
http://ameblo.jp/tairizumu
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